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航空機業界では、炭素繊維複合材（CFRP）を使用した機体が
多く活躍しています。　　
CFRPは、軽量・高強度な反面加工が難しく、航空機の運行中
に発生する損傷（落雷や雹、滑走路上での飛び石、整備中の工具
落下など）の修復作業は課題の一つとなっています。
損傷した機体の修復は、損傷部の除去後修理材との接地面が
多くなる様にテーパー状に加工を行う必要があります。
テーパー加工（スカーフサンディング加工）を理想とされる
比率（1：30）で、バリや剥離なく正確に削り取る作業には熟練
した技術（熟練工）と多大な時間を必要とします。
『自動複合材修復用加工装置OMNI－3』は、熟練した技能が
なくても高品質なスカーフサンディング加工を自動かつ短時間で実現します。

「誰でも、簡単に、精度よく」
複合材のスカーフサンディング加工を実現 新明工業株式会社

自動複合材修復用加工装置　OMNI-3
製品部門受賞
2021

https://www.shinmei.co.jp/
新明工業株式会社

この製品に関するお問い合わせ 村尾 大樹（むらお たいき）
（0565）36-2508 （0565）36-0607

muraot@shinmei.co.jp
tel. fax.

新明工業株式会社はこんな会社

新明工業株式会社は『クルマの一生に寄り添う』をテーマに事業展開を行っています
　・ 設備事業：ＥＶ　/　ＦＣ 車両等の生産設備、車両の組立　/　検査設備などの
      自動車生産設備の設計　/　製作
　・ 自動車事業：自動車車検　/　メンテナンス　/　販売 などの自動車アフターサービスと特殊車両
  　 （イベントカー　/　福祉車両）製作

自動車産業で培ったノウハウを航空産業へ活かすべく新たな事業のひとつとして取り組んでいます
　・ 航空部品加工業務：JISQ9100取得（2021年）
　・ MRO設備設計　/　製作業務：自動複合材修復用加工装置開発 

F A X 番 号

所　在　地代　表　者

電 話 番 号

業 務 内 容

従 業 員 数 930名

資　本　金 求めている
技術 ・ 製品

売込みたい
技術 ・ 製品

主要取引先
（敬称略） ・ 複合材修復　自動複合材修復用加工装置　ＯＭＮＩ―３

・ インコネル等の難削材加工技術（JISQ取得）

・ 非破壊検査、ＣＦＲＰ製造技術
・ エアモータトルク制御技術

近藤 恭弘

自動車生産設備の設計・製作、自動車のアフターサービス、特殊車両製作

〒471-0879 愛知県豊田市長興寺八丁目20番地

トヨタ自動車株式会社、
株式会社豊田自動織機、
豊田通商株式会社　など

0565-36-2508 0565-36-0607

9,810万円

『からくり構造』による倣い加工

『熟練の技』を短時間で実現

『ニューマチック』な装置設計

修復作業前に機体形状データ（ＣＡＤ、形状スキャン）の準備は不要、自動で機体形状に倣い加工を実現

加工部の電気レスを実現し、燃料引火事故などを発生させない安全な装置設計

装置設置後、損傷情報（傷深さ、大きさ）を入力することで、誰でもスカーフサンディング加工を短時間で完了
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廃 LLC微生物分解
処理プラント

小型家電などから資源を
回収する非鉄リサイクル

自動車生産工程で排出されるスクラップが
独自の加工・選別技術で再度自動車マテリアルに生まれ変わる
この技術に関するお問い合わせ

トヨキン株式会社

自動車産業の資源循環を支え、環境分野で
社会へ貢献する金属リサイクル技術

技術部門受賞
2021

平松 巧（ひらまつ たくみ）
（0565）28-2222 （0565）28-7585

Takumi.Hiramatsu@toyokin.co.jp
tel. fax.

https://www.toyokin.co.jp
トヨキン株式会社

産業廃棄物の焼却処理

F A X 番 号

所　在　地代　表　者

電 話 番 号

業 務 内 容

従 業 員 数 386名

資　本　金 求めている
技術 ・ 製品

売込みたい
技術 ・ 製品

提携できる
技術 ・ 製品

主要取引先
（敬称略）

徹底した品質管理のもとで成分ごとに分別された鉄資源の加工技術と国内ニーズに
則したマテリアルリサイクル

自動車産業において今後発生量が増加すると予想される鉄以外の素材還元技術と
高精度な選別技術

都市鉱山と呼ばれている小型家電類の資源国内循環加工、医療系廃棄物の
適正 ・ 安全処理

藤原 直人

金属資源のリサイクル加工と廃棄物の適正処理など

〒471-0836 愛知県豊田市鴻ノ巣町三丁目33番地

0565-28-2222 0565-28-7585

9,877万円

トヨタ自動車株式会社　及び
関連企業、
豊田市をはじめとする各自治体

各企業から排出される廃棄物や、医療系の
感染性産業廃棄物を適正に焼却処分する
堅型ストーカー式焼却（バーチカル炉）を
設置しています。
今後の高齢化によって増加が見込まれる
医療系廃棄物の増加に対応します。

カーディーラーなどから回収している使用
済み自動車のエンジン冷却水 (LLC）を微
生物の力を借りて無害化処理しています。
環境に優しい処理方法で、処理水は矢作川
水系に放流しています。

真空脱亜鉛プラントは、自動車に使用される亜鉛メッキ鋼板のプレス
スクラップを真空炉内で加熱し、亜鉛のみを昇華させ分離回収します。
そうすることで、鉄は高品質な鋳鉄原料となるとともに、回収された亜鉛は
純亜鉛の結晶として自動車産業の中を循環していきます。
また、各社から発生するプレススクラップを自社で成分分析し、鉄資源の
リサイクル用途別に破砕加工し、品種分け管理体制を確立しています。

都市鉱山とも呼ばれている使用済み小型家
電を自社独自の加工・選別ラインで加工処
理します。資源の国内循環に向けて最適な
マテリアルリサイクルを進めています。

トヨキン株式会社はこんな会社

　経営理念として掲げている『リサイクルと環境に挑み、社会から好感をもって受け入れられる会社
になる』を軸に置き、自動車産業の資源リサイクルを効率的に展開するため「トヨキン株式会社」と
福岡県にある「トヨキン九州株式会社」の2社により様々な環境分野をカバーします。鉄資源の加工
処理を主軸とし、小型家電や非鉄金属の加工、使用済み自動車の適正処理、廃棄物の収集運搬・焼却
処理をはじめとする中間処理、フォークリフト・高所作業車のレンタルから車両整備、中古フォー
クリフト販売、建屋解体など業務の幅を広げています。
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シリカゲルは、微細な孔で成形され、この微細な孔の中に
湿気（水蒸気）を吸着することで乾燥剤の役割を果たします。
このシリカゲルの孔、粒子径の大きさを変化させることで
吸湿特性を変えることが可能であり、乾燥剤以外にも様々な
用途に使用されています。
今回、私たちが開発したクロマトグラフィー用シリカゲ
ルは医薬品をはじめとするバイオケミカル分野で使用さ
れる分離、精製材はもちろんとして、他に、電子材料、化粧
品、食品工業、精密有機化学などの分野での使用を目的に開発しました。
グラフィーシルは 100μｍ（0.1mm）、 50μｍ（0.05mm）の球状のシリカゲルです。 従来の生産方法にこだわらず、

独自の生産技術の開発により高品質、低コストを実現しました。さらに球状に限らず、破砕型のクロマトグラ
フィー用のシリカゲルの生産にも成功しています。

弊社は1963年より、シリカゲルの吸着現象に着目して、研究、開発に取り組んでまいりました。
私たちは国内においてシリカゲル製造プラント、製造技術、包装設備を持つ数少ないメーカーです。
コロナ禍によりサプライチェーンの乱れが多発していますが、独自技術を持つ弊社は海外からの輸入の
必要がなく、安定供給が可能です。

安心・安全・高性能のMade・In・TOYOTA！！ 新しい生産技術により高品質、低コストを
実現したμmサイズの分離、精製用の球状シリカゲルが完成！！
この製品に関するお問い合わせ

豊田化工株式会社

クロマトグラフィー用球状シリカゲル「グラフィーシル」

製品部門受賞
2021

鈴木 雅大（すずき まさひろ）
（0565）76-2121 （0565）76-1564

suzuki-m@toyotakako.com
tel. fax.

http://www.toyotakako.com/
豊田化工株式会社

F A X 番 号

所　在　地代　表　者

電 話 番 号

業 務 内 容

従 業 員 数 50名

資　本　金 求めている
技術 ・ 製品

売込みたい
技術 ・ 製品

提携できる
技術 ・ 製品

主要取引先
（敬称略）

シリカゲル、シリカゲル包装品、シリカゲルを使用した日用雑貨製品

製品生産のための新技術・装置
環境負荷低減を考えたフィルム等

シリカゲルを使用したＯＥＭ、ＯＤＭ製品の開発

鈴木 生弥

シリカゲルの製造・販売

〒470-0431 愛知県豊田市西中山町向イ原49番地38

・試薬系化学業界
・化学品・工業薬品業界
・梱包・運送業界
・生活用品業界

0565-76-2121 0565-76-1564

4,000万円

豊田化工株式会社はこんな会社

シリカゲルの国内製造および関連製品の製造販売
【シリカゲルバルク製品】様々な粒度のシリカゲル原料をご用意しております。
機能性材料として幅広い分野で使用されております。

【一般包装用乾燥剤】製品の保管・輸送時の防湿対策に。性能的にも物質的にも安定
性・安全性が高く使用しやすい乾燥剤です。

【家庭用雑貨消耗品】湿度の高い日本において、ご家庭で使用できる「あると便利」な
製品をご用意しております。

【フラワー製品】「生花の乾燥」に欠かせないドライフラワー専用製品です。

シリカゲルの製造メーカー

弊社ではお客様の必要なシリカゲル特性に合わせて生産が可能で、サンプルの提供も可能です。

製品カスタマイズ

ISO9001・JIS（日本産業規格）を活用することで、品質の安定と向上を推進しています。

生産体制
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ドローンの長時間飛行を可能に！
メイン電源ユニット＋電源容量拡張ユニットでパワフルに飛行
この製品に関するお問い合わせ

株式会社フカデン

ドローン用有線給電システム

株式会社フカデンはこんな会社

http://www.fukaden.co.jp/
株式会社フカデン

株式会社フカデンは決して大きな会社ではありませんが、トヨタ自動車、アイシ
ン・エイ・ダブリュ工業をはじめ、大手メーカーと確かな信頼関係を構築するなど、
地域では名の知られた企業です。自動車関連、航空関連、環境関連と三本柱で事業
展開を行っており、堅実な成長を持続しています。航空・宇宙・防衛の分野では、
JISQ9100を認証取得しています。自動車関連事業のほか、ロボットやドローン
をはじめ、様々な新製品を開発しておりアイディアに溢れた会社です！

製品部門受賞
202１

2

当社は有線ドローンの有用性に着目し、「ド
ローン用有線給電システム」を開発しました。
市販のバッテリー式ドローンに当社の有線給
電システムを搭載することで有線ドローンに改
造し、長時間の飛行を可能にするものです。 現在
様々な業界でドローンの活用が進んでいますが、
その多くはバッテリー式ドローンで短い飛行時
間に最大の問題点があります。
一方で有線ドローンは飛行範囲は狭くなりま
すが長時間の飛行が可能になります。価格の高い
バッテリーを数多く保有する必要や、多大な充電
時間を費やす必要がありません。
また、光ファイバーを含んだ複合ケーブルを用いることにより、画像や制御信号も有線化できます。

高所の点検など、定点での長時間飛行に最適。充電不要で停電時も稼働可能
（屋外ではエンジン発電機等で給電）

重い機器を搭載させる際や、ケーブルを延長したい時、また大型のドローンには給電ユニットの
拡張で対応

電波障害があり、無線機での操縦不可能な現場でも複合ケーブルで通信することで飛行可能

F A X 番 号

所　在　地代　表　者

電 話 番 号

業 務 内 容

従 業 員 数

〒471-0841 愛知県豊田市深田町一丁目19番地3

0565-29-3139 0565-29-3149 41名

生産管理システムや生産指示システムの設計・製作、
専用機制御盤の設計・製作、ロボットエンジニアリング、自動車部品製造など

加藤　太

資　本　金 求めている技術 ・ 製品

売込みたい技術 ・ 製品

提携できる技術 ・ 製品
　　　　　（技術提携）

主要取引先
（敬称略）

トヨタ自動車株式会社
新明工業株式会社
川崎重工業株式会社
ソフトバンク株式会社　など

基板から製作できる電子分野の技術、ロボット技術設計開発技術

電気・電子設計、機械設計、プログラム開発、様々な問題解決
自動化装置、有線給電装置

有線給電システムを利活用できるドローンの分野、技術1,000万円

橋本 三雄 （はしもと  みつお）

0565-29-3139
info@fukaden.co.jp
0565-29-3149tel. fax.
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多くの鋳造工場では、集中溶解炉で溶解した溶湯を
手元保持炉へ運搬していますが、生産量が変動し溶解炉で
の保持時間が長くなるとエネルギー効率が悪くなってし
まう問題を抱えています。その解決策として、鋳造機ご
とに手元溶解炉を導入する方法がありますが、スペー
スや金額の問題から導入することは難しい状況です。
本製品は、吊下げインゴットを縦挿しした専用通函から
インゴットを吊下げ状態で搬送し、既設の手元保持炉に
直接浸漬装入する装置であり、省スペース、安価に手元保
持炉を手元溶解炉化できます。（熱源装置は別途必要）
また、インゴットをゆっくり浸漬させることにより、
水分や汚れの巻込みが少なく、溶湯汚染を防ぐと同時にイ
ンゴット予熱装置も不要となります。

吊下げインゴットと縦挿し専用通函を採用することで、シンプルな１本指ハンドでのインゴット挿入が
可能となり、段バラシ工数や廃棄品が低減

手元保持炉の狭い受湯室にも熱源を設置することができ、省スペース、安価に既存保持炉の手元溶
解化を実現

生産量変動への対応が容易になり、集中溶解炉での溶湯保持と比べエネルギー効率が良くなるため、
エネルギー消費量が減りCO2排出量を低減

ゆっくり溶かして省力化、省スペース化 株式会社豊栄商会

吊下げアルミインゴット装入装置
製品部門受賞
2021

http://www.hoei-shokai.co.jp/
株式会社豊栄商会

この製品に関するお問い合わせ 田作　一高（たさく　かずたか）

（0565）52-5011 （0565）53-1264
k.tasaku@hoei-shokai.co.jp

tel. fax.

F A X 番 号

所　在　地代　表　者

電 話 番 号

業 務 内 容

従 業 員 数 170名

資　本　金 求めている
技術 ・ 製品

売込みたい
技術 ・ 製品

提携できる
技術 ・ 製品

主要取引先
（敬称略）

アルミニウムインゴット、アルミニウム溶湯(液体)、
ALサーブシステム(2017年度ものづくりブランド認定)

再生可能エネルギーの自家発電、水素（バーナー）を熱源とした溶解・加熱炉、
アルミ用不定形耐火材、アルミ溶湯用レベルセンサー

アルミニウム精錬技術

樹神　康之

アルミニウム溶湯の製造・販売、鉄屑及び非鉄金属類の回収・加工・販売

〒473-0932 愛知県豊田市堤町寺池66番地

トヨタ自動車株式会社、
アイシングループ各社、
株式会社豊田自動織機など

0565-52-5011 0565-53-1264

9,000万円

株式会社豊栄商会はこんな会社

創立50周年を迎えた当社は2017年にも「ALサーブシステム」で豊田ものづくりブランドの認定を
頂いております。
社内に開発部門を有し、自社技術の研鑽を積み、知的財産を活用したサービスを地場の取引先様へ
提供しております。
生産においては、国内のアルミニウム溶湯(液体)販売量で国内トップとなります。その生産力を支え
ているのはISO9001、14001、27001、45001の国際基準認証を受けている徹底したプロセス、
品質の管理体制です。各生産ロットは独自のシステムでトレーサビリティが取れる体制を整えています。
また、経済産業省からは「地域未来牽引企業」「健康経営優良法人」、愛知県からは「愛知ブランド企
業」の認定も頂いております。



monozukuri brand 10

2
0
2
1

2
0
2
0

2
0
1
9

2
0
1
8

2
0
1
7

2
0
1
6

2
0
1
5

2
0
1
4

み（Ｍ）んな、プ（Ｐ）ラスチック、す（Ｓ）てないで
廃棄プラスチックをリサイクル
この技術に関するお問い合わせ

三井屋工業株式会社

成形端材を主原料とするリサイクル処理技術「MPS」

技術部門受賞
2021

開発部/長尾 祐子（ながお ゆうこ）
（0565）31-1157 （0565）33-1225

ynagao@mitsuiya.co.jp
tel. fax.

https://mitsuiya.jp/
三井屋工業株式会社

F A X 番 号

所　在　地代　表　者

電 話 番 号

業 務 内 容

従 業 員 数 210名

資　本　金 求めている
技術 ・ 製品

売込みたい
技術 ・ 製品

提携できる
技術 ・ 製品

主要取引先
（敬称略）

インジェクション製品

車両の静粛性、軽量化に特化した製品
MPSを活用したリサイクル材料、またリサイクル技術支援

車両の静粛性、軽量化に特化した製品
MPSを活用したリサイクル材料、またリサイクル技術支援

髙橋　直輝

自動車用の内外装部品の製造販売

〒471-0037 愛知県豊田市三軒町3丁目1番地

0565-31-1105 0565-33-1225

7,500万円

トヨタ自動車株式会社、
トヨタ紡織株式会社、
林テレンプ株式会社など

「MPS」は、単一の樹脂材料だけでなく、複合樹脂材料、複合不織布材料を粉砕・造粒して、シート材料へのリサイクルを
可能にした技術です。生産工程で発生する端材だけでなく、他社で発生する端材のリサイクルも可能にしています。
なお、この「MPS」はMitsuiya Material Pelletize Systemの頭文字をとってネーミングされています。 MPSによる材料

シートは、今までのシートと手触り、見た目も遜色なく、さらには環境保全という付加価値向上につながる技術として好評をいた
だいており、トヨタ車ではデッキサイド部品として、プリウス、カローラスポーツの他、バッテリーカバーとしてクラウンなど多くの車
種に採用されています。 また、発泡やブロー成型への挑戦を始めており、コストが安い、というだけでなく 「軽量」 「静粛性」 と
いう従来から当社がこだわってきた価値をあたらめて追求していきます。
産業廃棄物などのプラスチック処理や廃棄、ならびにサーマルリサイクルなどに課題がありましたらお問い合わせください。

三井屋工業株式会社はこんな会社

当社は「創意・進歩・友愛・協調」を社是に掲げ、常に新しいものを創り出してきた技術力を強みに進歩、
発展してきました。主に自動車の内外装部品を製造販売しており、国内大手自動車メーカーと取引をし
ています。主な製品はラッゲージルームの内装部品、タイヤハウス内に取り付けるライナーです。ライ
ナーはニッチな部品ではありますが、ロードノイズを吸音する役割や車室内を静かに快適にする役割が
あり、見えないところから高級感を演出しています。当社製品の強みは発泡材料による「軽量」、不織布に
よる「高い吸音性」「制振性」、さらにはリサイクルによる「コスト競争力」です。これらにより、トヨタ車へ
の採用実績はラッゲージルーム内装70％、繊維系リアライナーでは装着車の100％となっています。

カーボンニュートラルへ アップサイクルへの取組み多様な廃プラ対応

樹脂材だけでなく、繊維・不織布材料も粉
砕・造粒しシートへ戻せます

バージン材を使わず、廃プラを産廃にせず
リサイクルすることによって CO２排出を
減らします

リサイクル品の安かろう悪かろうを払拭す
べく、新たな価値の付加による商品性向上
にも取り組んでいます
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株式会社ミフネはこんな会社

剛性と低コストが両立する板鍛造技術

浅井 秀和  （あさい ひでかず）

株式会社ミフネ 
この技術に関するお問い合わせ

0565-45-2310
h-asai@mifune-tec.co.jp

tel. 0565-46-4210fax.

受け身の姿勢から仕掛ける姿勢へ！
お客様の期待を超える塑性加工へのこだわり

技術部門受賞
2021

2

ｔ＝4.0㎜のコイル材をｔ＝3.8㎜へ減肉加工し、余肉をフランジ部へ移行し増肉。増肉部を均一成形し、
ｔ＝5.3㎜を実現

減肉により生じた余肉を、両サイドのフランジ部に流入させる際、金型形状にによりその量が変化

切削加工＝100個/時間　⇒当社技術（板鍛造）＝3,000個/時間　
※加工スピード50spm　生産性は30倍にレベルアップ

今回の加工技術を活用して取り組んだ製品は、強度確保
と軽量化のための不均一肉厚を設計要件とし、近年グロー
バルで人気が高まるミニバンのシート部品です。当社が着
目した板鍛造は「冷間鍛造」と「プレス成形」を融合させた加
工方法であり、２つの加工方法の良いところを採った技術と
なります。
つまり、厚肉鋼板でも高精度且つ高生産性の二面を確保
できる加工技術なのです。
生産性向上によるコスト低減とロットサイズ拡大によ
る他車種への流用は顧客の最も高いニーズです。当該部品
は旧来より高精度加工を求めるが故に、一般プレス加工で
はその要件を満たせず、結果として切削による高コスト加工（低生産性）の継続を余儀なくされていました。
弊社ではこの技術を次代の金属加工における「切削/鍛造」のシームレス（選択幅の拡大）につながる技術であると位置
づけています。

https://www.mifune-tec.co.jp
株式会社 ミフネ

型設計から製作、量産までの一気通貫組織体制を持つ弊社は、緻密な独自技術を積み重ね、製品のコモディティ化を阻むため
技術の海外流出を防いでいます。金型製作を内製化することにより金型製作のリードタイム短縮と量産での低コスト化を積
極的に追及しています。（工程短縮・金型軽量化・メンテナンスの容易性・部品精度向上等）
また、培った金型技術と社内トライ＆エラーにより得た蓄積データの活用により、アルミ材・ステンレス材・銅材あるいは、
近年注目されているウルトラハイテン材（1470MPa）の難加工もサーボプレス機とのマッチングで手の内化し、塑性加工
技術領域を広げています。
一方量産工程においては、金型ラックビル（自動倉庫）や独自の金型台車を活用し、金型交換時間を大幅に削減し、多品種少
量生産においても高い生産性で原価低減を積極的に行っています。

F A X 番 号

所　在　地代　表　者

電 話 番 号

業 務 内 容

従 業 員 数 ８３名

資　本　金 求めている
技術 ・ 製品

売込みたい
技術 ・ 製品

提携できる
技術 ・ 製品

主要取引先
（敬称略）

抗張力鋼鈑（1,470Mpa）、非鉄（アルミ、ステンレス、銅）など
バラエティー富む材質でのプレス・溶接・リベッティング加工が可能

自動車内装品、家電、給湯器、建築資材、日用品、キャンプ用品

加飾塗装など当社製造品に表面処理を加えて、意匠性の高い商品の開発

梅村 和弘

自動車金属部品製造及び金属プレス金型製作

〒471-0309 愛知県豊田市西広瀬町小麦生735番地24

0565-45-2310 0565-46-4210

２,500万円

トヨタ車体精工株式会社、
株式会社協豊製作所、
小島プレス工業株式会社、
株式会社FTSなど
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この製品に関するお問い合わせ

金型いじりの強い味方！ 反転くん
金型製作・保全業務における危険を回避！
安全第一の反転機！！ 株式会社メック

製品部門受賞
202１

株式会社 メック
https://m-mec.com

株式会社メックはこんな会社

当社は、1991年1月17日に創業し、自動車部品試作製造、金型設計製作を主に事業として行
なってきました。「もの造り」の会社として徹底した作り込み活動を推進し工程内不良の撲滅、
また、創意工夫を積み重ね、効率的な生産と技術力の向上を常に図っています。当社の経営理念は、
「自分の仕事に誇りを持ち夢と希望をかなえる」です。また、「明るく・楽しく・元気よく」をモッ
トーに、お客様ご要望のプラスαを提案をできる良い製品の提供を常に目指しています。独創
的な発想で、常に創意工夫のこころを持ち、新たな発見とチャレンジ精神でお客様のお役立ち
ができるよう日々努めています。

自動車部品のプレス加工には金型が必要となります。現在金型製造における事業所は弊社のような小規模企業
がほとんどです。そんな金型製作・保全業務には金型を反転させる作業が不可欠です。ホイストクレーンでの反
転作業には多くの危険を伴い金型損傷の恐れもあるため、専用の設備が必要となりますが小規模企業には金型を
反転させられるような設備を考案・製作することは非常に困難です。今回そんな危険な反転作業がより安全・安
心に行え、尚且つ低コスト省スペースで導入可能な設備を開発しました。自社開発・自社製作の強みを生かし、お
客様の取り扱う金型に合わせた仕様にも柔軟に対応することが出来る商品で簡単な操作で安全に品質の良い金
型製作、保全業務に役立ちます。

かんたん操作で安全作業 省スペース・省エネ・低コスト 多種多様な金型に対応

ホイストクレーンでの反転作業を廃止し
様々な危険や事故を防止！
シンプルなボタンでかんたん操作！
設備上で組付け等の軽作業や調整などが
行えるのも魅力の一つ！

取り扱う金型サイズに合わせた設計で省ス
ペース化！
反転のみの電力しか使用せず省エネ！
シンプルな機構で無駄を省き低コストを実現 ！

スライド調節機能により、様々な金型サイ
ズに対応可能 !
可動範囲や奥行もお客様のお望み通り !

F A X 番 号

所　在　地代　表　者

電 話 番 号

業 務 内 容

従 業 員 数

〒470-0371 愛知県豊田市御船町滝１２８  

0565-46-1345 0565-46-1346 28名

自動車部品製造、自動車部品試作品製造、プレス用試作金型設計製作、
プレス用量産金型設計製作

三宅 正恭

資　本　金

売込みたい技術 ・ 製品
相手

提携できる技術 ・ 製品
　　　　　（技術提携）

主要取引先
（敬称略）

豊田鉃工株式会社
株式会社FTS
近藤工業株式会社
ヨコヤマ精工株式会社 など

自動車試作部品製造、プレス金型設計製作、治具設計製作　
2D 3Dレーザー加工、部品加工、開発部品の補助業務

1,000万円 金型製作、部品加工、試作部品製造、レーザー加工 等

神 輝義 （じん てるよし）
0565-46-1345

jin@m-mec.com 
tel. 0565-46-1346fax.


